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familial myoclonus 

epilepsy (BAFME): 

良性成人型家族性ミ

オクローヌスてんか

ん 

日本てんかん学

会 

てんかん用語辞

典 

日本てん

かん学会 

東京 2016 印刷中 

池田昭夫 中山人間科学振興財

団２５周年記念に寄

せて 

  中山人間

科学振興

財団 

東京 2016 150-151

. 

池田昭夫 てんかんフロンティ

ア、未来へのnew 

trend 

鶴紀子、田中達

也、池田昭夫 

 新興医学 東京 2017 印刷中 

池田昭夫  池 田 昭 夫 主 編
集：松本理器，人
見健文副編集 

デジタル脳波記
録・判読の手引き 

診断と治
療社 

東京 2015  
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池田昭夫他 局在論からみたてん
かん発作、多様な焦点
を示す家族性焦点性
てんかん、進行性ミオ
クローヌスてんかん、
側頂葉てんかん、前頭
葉てんかん、後頭葉て
んかん、ジャクソン発
作関連てんかん、頭頂
葉てんかん、聴覚症状
を伴う常染色体優性
部分てんかん 

兼本浩祐、丸栄
一、小国弘量、池
田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015  

池田昭夫他 けいれん重積状態：成
人例、非けいれん性て
んかん重積状態、非け
いれん性てんかん重
積の診断・治療 

中 里 信 和 総 監
修：池田昭夫ら監
修 

神経救急・脳神経
外科周術期にお
けるてんかん発
作の管理 ホス
フェニトインに
よる実践集 

ライフ・
サイエン
ス 

東京 2015  

Ikeda A et al Subdural EEG in fro
ntal lobe epilepsy, C
ortico-cortical evoked
 potential mapping 

Lhatoo S, Kahane
 P, Lüders H 

Invasive Studies 
of the Human 
Epileptic Brain: 
Principles and P
ractice of Invasiv
e Brain Recordi
ngs and Stimula
tion in Epilepsy 

Oxford 
Universit
y Press 

London in pres
s 

 

人見健文，池田昭夫 本態性振戦 小林祥泰, 水澤英
洋, 山口修平 

神経疾患最新の
治療 2015-2017 

南江堂 東京 2015 171-173 

金澤恭子，池田昭夫 DC 電位  Annual Review 
神経2015 

中外医学
社 

東京 2015 287-294 

井上岳司，松本理
器，池田昭夫 

てんかん（てんかん重
積の治療を含む） 

鈴木則宏 神経内科研修ノ
ート 

診断と治
療社 

東京 2015 544-551 

池田昭夫 てんかん 神経疾患  内科処方実践マ
ニュアル，改訂第
2版 

日本医学
出版 

東京 2015 370-377 

池田昭夫 脳波の基本原理、脳波
で分かる脳機能 

橋本信夫監修，三
國信啓・深谷親編
集 

脳神経外科診療
プラクティス6．
脳神経外科医の
ための脳機能と
局在診断 

文光堂 東京 2015  

池田昭夫 総編集 池田昭夫 症例から学ぶ戦
略的てんかん診
断・治療 

南山堂 東京 2014  

池田昭夫 副編集 亀山茂樹、馬場
啓治、池田昭夫 

日本てんかん学
会：てんかん専
門医ガイドブッ
ク 

診断と治
療社 

東京 2014  

宇佐美清英、松本
理器、池田昭夫 

睡眠と前頭葉てんか
ん 

千葉茂 睡眠とてんかん ライフ・
サイエン
ス 

東京 2014  
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小林勝哉、池田昭
夫 

てんかんの診断と治
療 

門脇孝、小室一
成、宮地良樹 

診療ガイドライ
ン up to date 
2013-2014 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2014 477-89 

池田昭夫 私はこう治療してい
る 

 今日の治療指針
2014 年版 

医学書院 東京 2014 879-82 

井上岳司、小林勝
哉、下竹明寛、池
田昭夫 

50 章 てんかん発
作とてんかん(パー
ト VII 無意識下およ
び意識下の神経情報
処理) 

 カンデル神経学
(日本語翻訳版) 

メディカ
ル・サイ
エンス・
インター
ナショナ
ル 

東京 2014  

奥村彰久 新生児発作 山口徹、北原光
男監修、福井次
矢、高木誠、小
室一成 

今日の治療指針 
第 56 版 

医学書院 東京 2014 1215-1
216 

奥村彰久、山本仁 てんかんの診断 新
生児 

日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014 38-40 

奥村彰久 良性家族性・非家族
性新生児てんかん 

日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014 214-21
5 

奥村彰久 症候性新生児発作 日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014 216-21
7 

奥村彰久 新生児発作 新生児医療連絡
会 

NICU マニュア
ル 第 5 版 

金原出版
株式会社 

東京 2014 85-89 

奥村彰久 フロッピーインファ
ント 

新生児医療連絡
会 

NICU マニュア
ル 第 5 版 

金原出版
株式会社 

東京 2014 89-93 

奥村彰久 色 素 失 調 症 （
Bloch-Sulzberger 症
候群） 

水澤英洋 別冊日本臨床新
領域別症候群シ
リーズ29 神経
症候群 第 2 版
IV 

日本臨牀
社 

東京 2014 777-78
0 

奥村彰久 表皮母斑症候群 水澤英洋 別冊日本臨床新
領域別症候群シ
リーズ29 神経
症候群 第 2 版
IV 

日本臨牀
社 

東京 2014 808-81
1 

奥村彰久 けいれん重積の治療
ガイドライン 

小児内科編集部 小児内科46 巻9
号 

東京医学
社 

東京 2014 1248-1
251 
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奥村彰久 良性乳児部分てんか
ん 

五十嵐隆、岡明 小児科臨床ピク
シス 3 小児て
んかんの最新医
療 改訂第 2 版 

中山書店 東京 2014 142-14
5 

奥村彰久 解熱薬は熱性けいれ
んを誘発するので使
用しない？ 

小児内科編集部 小児内科 46 巻
11 号 

東京医学
社 

東京 2014 1696-1
698 

奥村彰久 良性乳児てんかん 水澤英洋 別 冊 日 本 臨 床 
新領域別症候群
シリーズ31 神
経症候群 第 2
版 VI 

日本臨牀
社 

東京 2014 37-40 

川合謙介 脱力発作 辻貞俊 神経内科外来シ

リーズ４．てん

かん外来 

メジカル

ビュー社 

東京 2016 186-191 

川合謙介 てんかん手術の合併

症 

寶金清博、森田

明夫 

脳神経外科 M&M 

カンファランス 

メジカル

ビュー社 

東京 2016 431-435 

川合謙介 緩和的治療の対象と

なるてんかん 

三國信啓、森田

明夫、伊達勲、

菊田健一郎 

新NS NOW No.7. 

脳波判読の基礎

と手術への応用 

メジカル

ビュー社 

東京 2016 148-159 

川合謙介 てんかんの外科的治

療の適応と治療成績 

田村晃、松谷雅

生、清水輝夫 

EBMに基づく脳

神経疾患の基本

的治療指針 

メジカル

ビュー社 

東京 2016 385-389 

浜野晋一郎 てんかんの医療， 

予防 小児期．編

集 ， 

日本てんかん学

会：白書編集委

員会 

てんかん白書 南江堂 東京 2016 43-45 

浜野晋一郎 Guillain-Barré症候

群と類縁疾患．編集 

新島新一，山本

仁，山内秀雄 

こどもの神経疾

患の診かた 

医学書院 東京 2016 202-205 

浜野晋一郎 てんかん（一般的治療
方針） 

水口雅，市橋光，
崎山弘 

今日の小児治療
指針 

医学書院 東京 2015 662-66 

浜野晋一郎 HHE 症候群（片側痙
攣片麻痺てんかん症
候群） 

 別冊 日本臨床 
新領域別症候群シ
リーズ№31 神経
症候群（第2版）
Ⅵ 

日本臨床
社 

大阪 2014 426-42
9 
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浜野晋一郎 West 症候群  別冊 日本臨床 
新領域別症候群シ
リーズ№31 神経
症候群（第2版）
Ⅵ 

日本臨床
社 

大阪 2014 111-11
5 

浜野晋一郎 神経セロイドリポフ
スチン症 
（Betten 病） 

 別冊 日本臨床 
新領域別症候群シ
リーズ№28 神経
症候群（第2版）
Ⅲ 

日本臨床
社 

大阪 2014 808-81
1 

浜野晋一郎 West 症候群 日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014 208-21
0 

加藤光広 脳形成異常 櫻井晃洋 遺伝カウンセリ

ングマニュアル

改訂第３版 

南江堂 東京 2016 96-97 

加藤光広 滑脳症，異所性灰白

質 

 小児疾患診療の

ための病態生理

３改訂第５版 

東京医学

社 

東京 2016 242-246 

加藤光広 Aicardi症候群、小脳低
形成を伴う滑脳症、脳

室周囲結節状異所性
灰白質、皮質下帯状異
所性灰白質、Miller-D

ieker症候群 

 

兼本浩祐、丸栄
一、小国弘量、池

田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 438-43
9、442-

443、44
1-442、4
40-441、

439-440 

北澤悠，柿坂庸介，

神一敬，中里信和 

てんかん重積状態成

人例に対するホスフ
ェニトインの使い方

～優れた安全性をも
つ新たな第二選択薬
～ 

中里信和（総監

修） 

神経救急・脳神経

外科周術期にお
けるてんかん発

作の管理．ホスフ
ェニトインによ
る実践集 

ライフ・

サイエン
ス 

東京 2015 45-48 

菅野秀宣 部分てんかん脳波の

読み方：脳波判読の

基礎と手術への応用 

脳波ギライを克服し

よう 

三國 伸啓 新NS now  

No7 

medical 

view 

東京 2016 32-41 
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菅野秀宣 MRIで病巣を確認で
きない焦点性てんか

ん 

兼本浩祐、丸栄
一、小国弘量、池

田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 568-69 

菅野秀宣 Sturge-Weber 症候
群 

 別冊日本臨床、
新領域別症候群
シ リ ー ズ
No.29、神経症候
群第 2 版 

日本臨牀
社 

大阪 2014 762-76
5 

林雅晴 医療と福祉をめぐる

制度 

日本てんかん学

会編集 

てんかん白書 南江堂 東京 2016 109-111 

林雅晴 神経線維腫症、結節性
硬化症 

兼本浩祐、丸栄
一、小国弘量、池

田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 449-45
0、448-

449 

林雅晴. XIV てんかん症候群
. 結節性硬化症. 

 別 冊 日 本 臨 床 
新領域別症候群
シリ－ズ No.31
神経症候群（第2
版）IV 

日本臨牀
社 

大阪 2014 157-16
1 

松石豊次郎、弓削

康太郎、七種朋子、

山下裕史朗 

Rett症候群とてんか

ん 

 新領域別症候群

シリーズ No.31 

神経症候群（第2

版）V 

日本臨床 

 

東京 2014 2043－

2053 

松石豊次郎 小児神経内科領域、

1．知的障害 

山崎麻美、坂本博

昭偏 

小児脳神経外科

学 

金芳堂 東京 2015 959－

960 

松石豊次郎 小児神経内科領域、

2．自閉症スペクトラ

ム症（障害） 

山崎麻美、坂本博

昭偏 

小児脳神経外科

学 

金芳堂 東京 2015 960－

967 

松石豊次郎 小児神経内科領域、

3．注意力欠如/多動

症（障害） 

山崎麻美、坂本博

昭偏 

小児脳神経外科

学 

金芳堂 東京 2015 967－

969 

松石豊次郎 小児神経内科領域、

4．発達性協調運動障

害 

山崎麻美、坂本博

昭偏 

小児脳神経外科

学 

金芳堂 東京 2015 969 

松石豊次郎 □1レット症候群の概

要 □1-1 レット症

候群の歴史 

青天目 信、伊藤

雅之編 

レット症候群 

診療ガイドブッ

ク 

大阪大学

出版会 

大阪 2015 9－13 
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松石豊次郎 16．思春期・第二次

性徴、内分泌 

青天目 信、伊藤

雅之編 

レット症候群 

診療ガイドブッ

ク 

大阪大学

出版会 

大阪 2015 189－

193 

松石豊次郎 小児神経内科領域、1．
知的障害 

山崎麻美、坂本博
昭偏 

小児脳神経外科
学 

金芳堂 東京 2015 959－96
0 

松石豊次郎 小児神経内科領域、2．
自閉症スペクトラム
症（障害） 

山崎麻美、坂本博
昭偏 

小児脳神経外科
学 

金芳堂 東京 2015 960－96
7 

松石豊次郎 小児神経内科領域、3．
注意力欠如/多動症
（障害） 

山崎麻美、坂本博
昭偏 

小児脳神経外科
学 

金芳堂 東京 2015 967－96
9 

松石豊次郎 小児神経内科領域、4．
発達性協調運動障害 

山崎麻美、坂本博
昭偏 

小児脳神経外科
学 

金芳堂 東京 2015 969 

松石豊次郎 □1 レット症候群の概
要 □1 -1 レット症
候群の歴史 

青天目 信、伊藤
雅之編 

レット症候群 
診療ガイドブッ
ク 

大阪大学
出版会 

大阪 2015 9－13 

松石豊次郎 16．思春期・第二次性
徴、内分泌 

青天目 信、伊藤
雅之編 

レット症候群 
診療ガイドブッ
ク 

大阪大学
出版会 

大阪 2015 189－19
3 

松石豊次郎 C)PCD（一次性〈全
身性〉カルニチン欠
損症） 

杉江 
秀夫 

代謝性ミオパチ
ー 

診断と治
療社 

東京 2014 101-10
4 

青天目信 
錐体外路症候(錐体

外路障害) 

遠藤文夫，井田博

幸，山口清次，高

柳正樹，深尾敏幸 

引いて調べる先

天代謝異常 

診断と治

療社 
東京 2014 74-75 

青天目信 
錐体路症候(錐体路

障害) 

遠藤文夫，井田博

幸，山口清次，高

柳正樹，深尾敏幸 

引いて調べる先

天代謝異常 

診断と治

療社 
東京 2014 75-76 

青天目信 統合失調様症状 

遠藤文夫，井田博

幸，山口清次，高

柳正樹，深尾敏幸 

引いて調べる先

天代謝異常 

診断と治

療社 
東京 2014 80-81 

青天目信 発達退行 

遠藤文夫，井田博

幸，山口清次，高

柳正樹，深尾敏幸 

引いて調べる先

天代謝異常 

診断と治

療社 
東京 2014 85 

青天目信  
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015  

青天目信 
レット症候群の診断

基準 

青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 15-24 

青天目信 
手の合目的的運動の

消失 

青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 57-63 
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青天目信 手の常同運動 
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 65-73 

青天目信 
言語コミュニケーシ

ョンの消失 

青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 75-85 

青天目信 歩行障害 
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 87-93 

青天目信 てんかん 
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 107-119 

青天目信 
筋緊張異常、不随意

運動 

青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 129-136 

青天目信 痛覚鈍麻と自傷行為 
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 145-156 

青天目信 社会福祉資源 
青天目信，伊藤雅

之 

レット症候群診

療ガイドブック 

大阪大学

出版会 
大阪 2015 229-240 

青天目信 皮質形成異常 兼本浩祐，丸栄

一，小国弘量，池

田昭夫，川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 200-203 

永井利三郎  鎌塚優子、柘植雅
義、永井利三郎、

古川恵美 

養護教諭のため
の 発達障害児

の学校生活を支
える教育・保健マ
ニュアル 

診断と治
療社 

東京 2015  

永井利三郎  永井利三郎、田邉
卓也、宮崎千明 

基礎疾患をもつ
小児に対する予

防接種ガイドブ
ック 

診断と治
療社 

東京 2015  

永井利三郎他 器質的・構造的異常、

先天奇形、『総論』、
『皮質形成異常』、

『神経皮膚症候群』 

兼本浩祐、丸栄

一、小国弘量、池
田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 195-19

9、200-
203、20

3+205 

永井利三郎 学校でみられる内科
的疾患・異常：観察
と対応のポイント 

 てんかんやその
類似疾患の見方
と対応のポイン
ト 

東山書房 大阪 2014 44-46 

永井利三郎 小児欠神てんかん 日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014  



91 
 

永井利三郎  鎌塚優子、柘植
雅義、永井利三
郎、古川恵美 

養護教諭のため
の発達障害児の
学校生活を支え
る教育・保健マ
ニュアル 

診断と治
療社 

東京 2014  

笹征史、井上有史 日本の抗てんかん薬

の歴史 

日本てんかん学

会50周年記念誌

編集委員会 

日本てんかん学

会の歴史 

診断と治

療社 

東京 2016 50-52 

大槻泰介、井上有

史 

てんかんの包括医療

の展開 

日本てんかん学

会50周年記念誌

編集委員会 

日本てんかん学

会の歴史 

診断と治

療社 

東京 2016 38-40 

井上有史 てんかんケア（リハ

ビリテーション、包

括医療） 

日本てんかん学

会 

てんかん白書〜

てんかん医療・

研究のアクショ

ンプラン 

南江堂 東京 2016 64-66 

廣澤太輔、井上有

史 

てんかん  病気とくすり 

2017 

南山堂 東京 2017 94-100 

  厚労省研究班

「稀少難治てん

かんのレジスト

リ構築による総

合的研究」班 

てんかんの指定

難病ガイド 

日興美術 静岡 2017  

  日本てんかん学

会・厚労省研究

班「稀少難治て

んかんのレジス

トリ構築による

総合的研究」班 

稀少てんかんの

診療指標 

診断と治

療社 

東京 2017  

井上有史他 てんかん分類の歴史、
てんかん発作、てんか
ん症候群、てんかん大
分類、環状20番染色
体、てんかんネットワ
ーク 

兼本浩祐、丸栄
一、小国弘量、池
田昭夫、川合謙介 

臨床てんかん学 医学書院 東京 2015 9-14、1
32-7、3
96-7、6
30-2 

表芳夫、井上有史 予後、治療成績 荒木信夫、辻貞俊
編集 

神経内科外来シ
リーズ4：てんか
ん外来 

Medical 
View 社 

東京 2016 98-105 



92 
 

小出泰道 
 

 井上有史 ”てんかんが苦
手”な医師のた
めの問診・治療
ガイドブック 

医薬ジャ
ーナル 

大阪 2014  

松平敬史、井上有

史 
診断、検査 池田昭夫 戦略的てんかん

診断・治療 
南山堂 東京 2014 10-22 

臼井桂子、寺田清

人、臼井直敬、井

上有史 

失神とてんかん発作

の鑑別は 
池田昭夫 戦略的てんかん

診断・治療 
南山堂 東京 2014 48-55 

寺田清人、臼井直

敬、井上有史 
脳波と病歴のどちら

が重要か 
池田昭夫 戦略的てんかん

診断・治療 
南山堂 東京 2014 68-76 

井上有史他  井上有史監訳 てんかん症候群

：乳幼児・小児

・青年期のてん

かん学第５版 

中山書店 東京 2014  

臼井桂子、井上有

史 
特異な発作誘発様態

をもつてんかん 
 神経症候群（第

２版）VI, XIV 

てんかん症候群

、別冊日本臨床 

新領域別症候群

シリーズNo.3 

日本臨牀
社 

大阪 2014 47-51 

樫田祐美、井上有

史 

てんかんの疫学  神経症候群（第

２版）VI, XIV 

てんかん症候群

、別冊日本臨床 

新領域別症候群

シリーズNo.3 

日本臨牀
社 

大阪 2014 13-17 

中神由香子、井上

有史 

特異な発作誘発様態

をもつてんかん 

 神経症候群（第

２版）VI, XIV 

てんかん症候群

、別冊日本臨床 

新領域別症候群

シリーズNo.3 

日本臨牀
社 

大阪 2014 106-11

0 



93 
 

池田浩子、井上有

史 

徐波睡眠時に持続性

棘徐波を示すてんか

ん 

 神経症候群（第

２版）VI, XIV 

てんかん症候群

、別冊日本臨床 

新領域別症候群

シリーズNo.3 

日本臨牀
社 

大阪 2014 252-25

5 

荒木保清、池田仁

、井上有史 

環状 20 番染色体て

んかん症候群 

 神経症候群（第

２版）VI, XIV 

てんかん症候群

、別冊日本臨床 

新領域別症候群

シリーズNo.3 

日本臨牀
社 

大阪 2014 445-44

9 

井上有史 てんかんのケア他３
編の執筆 

日本てんかん学
会 

てんかん専門医
ガイドブック 

診断と治
療社 

東京 2014  

 
  
 
                                                                                       



94 
 

雑誌   
                                                                                  
 
  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Saitsu H, Watanabe M, Akita T, Ohba 

C, Sugai K, Ong WP, Shiraishi H, 

Yuasa S, Matsumoto H, Beng KT, 

Saitoh S, Miyatake S, Nakashima M, 

Miyake N, Kato M, Fukuda A, 

Matsumoto N. 

Impaired neuronal KCC2 function 

by biallelic SLC12A5 mutations in 

migrating focal seizures and 

severe developmental delay. 

Sci Rep 20;6 30072. 

doi:10

.1038/

srep30

072 

2016 

Otsuki T, Kim HD, Luan G, Inoue Y, 

Baba H, Oguni H, Hong SC, Kameyama 

S, Kobayashi K, Hirose S, Yamamoto 

H, Hamano S, Sugai K; FACE Study 

Group. 

Surgical versus medical 

treatment for children with 

epileptic encephalopathy in 

infancy and early childhood: 

Results of an international 

multicenter cohort study in 

Far-East Asia (the FACE study) 

Brain Dev 

 

 

38;5 449-46

0 

2016 

Natsume J, Hamano SI, Iyoda K, 

Kanemura H, Kubota M, Mimaki M, 

Niijima S, Tanabe T, Yoshinaga H, 

Kojimahara N, Komaki H, Sugai K, 

Fukuda T, Maegaki Y, Sugie H. 

New guidelines for management of 

febrile seizures in Japan. 

Brain Dev 39;1 2-9      2016 

元木崇裕, 中川栄二, 小一原玲子, 高

橋幸利, 竹下絵里, 石山昭彦, 齋藤貴

志, 小牧宏文, 須貝研司, 佐々木征行 

免疫グロブリン治療が奏効したて

んかん性脳症例 

脳と発達 48;4 277-28

1 

2016 

古島わかな, 中川栄二, 小牧宏文, 須

貝研司, 佐々木征行 

急性肺炎によりLance-Adams症候群

類似症状を呈したダウン症候群 

日本重症心

身障害学会

誌 

41;1 125-13

0 

2016 

高橋孝治，中川栄二，竹下絵里, 本橋

裕子，石山昭彦, 齋藤貴志, 小牧宏文, 

須貝研司, 北 洋輔，高橋章夫，大槻

泰介，佐々木征行 

片側巨脳症における半球離断術語

の非罹患側の脳波経過と発達 

てんかん研

究 

34;3 619-62

7 

2017 

Goto M, Saito Y, Honda R, Saito T, 

Sugai K, Matsuda Y, Miyatake C, Ta
keshita E, Ishiyama A, Komaki H, Na
kagawa E, Sasaki M, Uto C, Kikuchi 

K, Motoki T, Saitoh S. 

Episodic tremors representing cortic

al myoclonus are characteristic in A
ngelman syndrome due to UBE3A 
mutations 

Brain Dev 37;2 216-22

2 

2015 



95 
 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, M
aruyama S, Honda R, Saito Y, Itoh 

M, Kakita A, Sugai K, Otsuki T, Kat
o M, Natsume J, Watanabe K 

Two siblings with cortical dysplasia:
 Clinico-electroencephaolgraphic fea

tures. 

Pediatr Int 57;3 472-47
5 

2015 

Kimura T, Kitaura H, Masuda H, Ka
meyama S, Saito Y, Sugai K, Otsuki 
T, Nakazawa A, Morota N, Yamamot

o T, Iida K, Nakagawa M, Mizuno 
T, Takahashi H, Kakita A. 

Characteristic expression of p57/Ki
p2 in balloon cells in focal cortical 
dysplasia 

Neuropatholo
gy 

35;5 401-40
9 

2015 

Honda R, Saito Y, Okumura A, Abe 

S, Saito T, Nakagawa E, Sugai K, Sas
aki M. 

Characterization of ictal slow waves

 in epileptic spasms. 

Epileptic Dis

ord 

17;4 425-43

5 

2015 

Otsuki T, Kim HD, Luan G, Inoue 
Y, Baba H, Oguni H, Hong SC, Ka
meyama S, Kobayashi K, Hirose S, Y

amamoto H, Hamano SI, Sugai K; F
ACE study group. 

Surgical versus medical treatment f
or children with epileptic encephalo
pathy in infancy and early childhoo

d: Results of an international multi
center cohort study in Far-East Asi
a (the FACE study) 

Brain Dev  doi: 10.
1016/j.
brainde

v. 201
5.11.00
4 

2016 

Ono Y, Saito Y, Maegaki Y, Tohyam
a J, Montassir H, Fujii S, Sugai K, O

hno K. 

Three cases of right frontal megale
ncephaly: Clinical characteristics an

d long-term outcome. 

Brain Dev 38;3 302-30
9 

2016 

小林 瑛美子, 中川 栄二, 宮武 千晴, 竹

下 絵里, 石山 昭彦, 齋藤 貴志, 小牧 
宏文, 須貝 研司, 佐々木 征行 

日本脳炎ワクチン接種後てんかん発

作が急性増悪した一例 

てんかん研究 33;1 76-82 2015 

須貝研司 作用機序から考える薬物療法－てん

かん 

小児科 56;3 227-23

3 

2015 

須貝研司 てんかんの管理－抗てんかん薬 小児内科 47;1

1 

1940-1

945 

2015 

小国弘量 ケトン食によるてんかんの治療（総

説） 

小児科 57: 1033-1

03885 

2016 

小国弘量 小児の薬物治療 クリニシア

ン 

63 605-61

0 

2016 

小国弘量 小児難治性てんかんにおける成人

期移行の問題   

小児科臨床 69 729-73

3 

2016 



96 
 

吉永 治美, 小国 弘量 小児神経疾患における活性型ビタ

ミンB6の意義 

脳と発達 48 114-11

6 

2016 

Ito Y, Takahashi S, Kagitani-Shimono 

K, Natsume J, Yanagihara K, Fujii T, 

Oguni H. 

Nationwide survey of glucose 

transporter-1 deficiency syndrome 

(GLUT-1DS) in Japan 

Brain Dev 3 7
(8) 

780-9 2015 

Hirano Y, Oguni H, Shiota M, 

Nishikawa A, Osawa M 

Ketogenic diet therapy can improve 

ACTH-resistant West syndrome in 

Japan 

Brain Dev 37 18-22 2015 

Ito Y, Oguni H, Hirano Y, Osawa M Study of epileptic drop attacks in 

symptomatic epilepsy of early 

childhood – Differences from those 

in myoclonic-astatic epilepsy 

Brain Dev 37 49– 58 2015 

Fukuyama T, Takahashi Y, Kubota Y, 

Mogami Y, Imai K, Kondo Y, Sakuma 

H, Tominaga K, Oguni H, Nishimura 

S 

Semi-quantitative analyses of 

antibodies to N-methyl-d-aspartate 

type glutamate receptor subunits 

(GluN2B & GluN1) in the clinical 

course of Rasmussen syndrome 

Epilepsy Res 2015
 Jul;
113:

34-4
3.  

doi: 10.
1016/j.
eplepsy

res.201
5.03.00
4 

2015 

平野 嘉子. 小國 弘量. 永田 智. West 症候群に対するケトン食療法
の有効性について 

東京女子医科
大学雑誌  

8 5
(4) 

131-13
7 

2015 

小國弘量 点頭てんかんをどのように治療して
発達退行からこどもを守るか  

東京女子医科
大学雑誌   

8 5
（2） 

63-69 2015 

小國弘量 Ethosuximide 精神科治療学 30 1085-9
0 

2015 

西川愛子、小国弘量 けいれんがとまらない 小児科 5 6
（4） 

465-47
0 

2015 

小国弘量 小児てんかんの特徴と治療 最新医学 70 62-67 2015 

Hirano Y, Oguni H, Shiota M, 
Nishikawa A, Osawa M. 

Ketogenic diet therapy can improve 
ACTH-resistant West syndrome in 
Japan. 

Brain  
Dev 

 in press 2014 

Ito Y, Oguni H, Hirano Y, Osawa M. Study of epileptic drop attacks in 
symptomatic epilepsy of early 
childhood - Differences from those 
in myoclonic-astatic epilepsy. 

Brain  
Dev 

  in press 2014 



97 
 

Ito Y, Takahashi S, Kagitani-Shimono 
K, Natsume J, Yanagihara K, Fujii T, 
et al 

Nationwide survey of glucose 
transporter-1 deficiency syndrome 
(GLUT-1DS) in 
Japan 

Brain  
Dev 

 in press 2014 

伊藤進、小国弘量 小児てんかんの治療 日本臨牀 72(
5) 

845-52 2014 

伊藤進、小国弘量 てんかんの薬物治療 小児科 55(
12) 

1851-5
7 

2014 

Takaori T, Kumakura A, Ishii A, 

Hirose S, Hata D. 

Two mild cases of Dravet syndrome 

with truncating mutation of 

SCN1A. 

Brain Dev.  39

（1） 

72-4 2017 

Hanaya R, Niantiarno FH, Kashida Y, 

Hosoyama H, Maruyama S, Otsubo T, 

Tanaka K, Ishii A, Hirose S, Arita 

K. 

Vagus nerve stimulation for 

genetic epilepsy with febrile 

seizures plus (GEFS+) 

accompanying complex partial 

seizures. 

Epilepsy & 

Behavior 

Case 

Reports. 

7 16-9  

Ishii A, Kang JQ, Schornak CC, 

Hernandez CC, Shen W, Watkins JC, 

Macdonald RL, Hirose S. 

A de novo missense mutation of 

GABRB2 causes early myoclonic 

encephalopathy. 

J Med Genet. 54(3

) 

202-11 2017 

Shi XY, Tomonoh Y, Wang WZ, Ishii A, 

Higurashi N, Kurahashi H, Kaneko S, 

Hirose S, 

Epilepsy Genetic Study Group J. 

Efficacy of antiepileptic drugs 

for the treatment of Dravet 

syndrome with different 

genotypes. 

Brain Dev.  

 

38(1

) 

40-6 2016 

Meisler MH, Helman G, Hammer MF, 

Fureman BE, Gaillard WD, Goldin AL, 

Hirose S, Ishii A, et al. 

SCN8A encephalopathy: Research 

progress and prospects.  

Epilepsia. 57(7

) 

1027-3

5. 

2016 

Shi XY, Tomonoh Y, Wang WZ, Ishii A, 

Higurashi N, Kurahashi H, Kaneko 

S, Hirose S, Epilepsy Genetic Study 

Group J 

Efficacy of antiepileptic drugs for 

the treatment of Dravet syndrome 

with different genotypes 

Brain Dev 3 8
(1) 

40-6 2016 

Tada H, Takanashi J, Okuno H, 

Kubota M, Yamagata T, Kawano G, 

Shiihara T, Hamano S, Hirose S, 

Hayashi T, Osaka H, Mizuguchi M 

Predictive score for early diagnosis 

of acute encephalopathy with 

biphasic seizures and late reduced 

diffusion (AESD) 

J Neurol Sci 3 5 8

( 1 -
2) 

62-5 2015 

Shi XY, Yang XF, Tomonoh Y, Hu LY, 

Ju J, Hirose S, Zou LP 

Development of a mouse model of 

infantile spasms induced by 

N-methyl-d-aspartate 

Epilepsy Res 118 29-33 2015 



98 
 

Saitoh M, Shinohara M, Ishii A, Ihara 

Y, Hirose S, Shiomi M, Kawawaki H, 

Kubota M, Yamagata T, Miyamoto A, 

Yamanaka G, Amemiya K, Kikuchi K, 

Kamei A, Akasaka M, Anzai Y, 

Mizuguchi M 

Clinical and genetic features of 

acute encephalopathy in children 

taking theophylline 

Brain Dev 37 463-70 2015 

Saitoh M, Ishii A, Ihara Y, Hoshino A, 

Terashima H, Kubota M, Kikuchi K, 

Yamanaka G, Amemiya K, Hirose S, 

Mizuguchi M 

Missense mutations in sodium 

channel SCN1A and SCN2A 

predispose children to 

encephalopathy with severe febrile 

seizures 

Epilepsy Res 117 1-6 2015 

Kouga T, Shimbo H, Iai M, Yamashita 

S, Ishii A, Ihara Y, Hirose S, 

Yamakawa K, Osaka H 

Effect of CYP2C19 polymorphisms 

on stiripentol administration in 

Japanese cases of Dravet syndrome 

Brain Dev 37 243-9 2015 

Kano S, Yuan M, Cardarelli RA, 

Maegawa G, Higurashi N, 

Gaval-Cruz M, Wilson AM, Tristan C, 

Kondo MA, Chen Y, Koga M, Obie C, 

Ishizuka K, Seshadri S, Srivastava R, 

Kato TA, Horiuchi Y, Sedlak TW, Lee 

Y, Rapoport JL, Hirose S, Okano H, 

Valle D, O'Donnell P, Sawa A, Kai M 

Clinical utility of neuronal cells 

directly converted from fibroblasts 

of patients for neuropsychiatric 

disorders: studies of lysosomal 

storage diseases and 

channelopathy 

Curr Mol 

Med 
15 138-45 2015 

Ishii A, Hirose S Ring Chromosome 20 Syndrome 

and Epilepsy 

J Pediatr 

Epilepsy 
4 47-52 2015 

Higurashi N, Takahashi Y, 

Kashimada A, Sugawara Y, Sakuma 

H, Tomonoh Y, Inoue T, Hoshina M, 

Satomi R, Ohfu M, Itomi K, 

Takano K, Kirino T, Hirose S 

Immediate suppression of seizure 

clusters by corticosteroids in 

PCDH19 female epilepsy 

Seizure 27 1-5 2015 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, 

Saitoh M, Mizuguchi M, Ihara Y, Ishii 

A, Hirose S 

A case of recurrent encephalopathy 

with SCN2A missense mutation 

Brain Dev 37 631-4 2015 

Yamamoto T, Shimojima K, Sangu N, 
Komoike Y, Ishii A, Abe S, et al 

Single nucleotide variations in 
CLCN6 identified in patients with 
benign partial epilepsies in infancy 
and/or febrile seizures. 

PLoS ONE  in press 2015 



99 
 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, 
Saitoh M, Mizuguchi M, Ihara Y, et al 

A case of recurrent 

encephalopathy with SCN2A 

missense mutation.  

 

Brain  
Dev. 

 in press 2015 

Kouga T, Shimbo H, Iai M, Yamashita 
S, Ishii A, Ihara Y, Hirose S, et al 

Effect of CYP2C19 polymorphisms 
on stiripentol administration in 
Japanese cases of Dravet syndrome. 

Brain  
Dev. 

37(
2) 

243-9 2015 

Tomonoh Y, Deshimaru M, Araki K, 
Miyazaki Y, Arasaki T, Tanaka Y, et al 

The kick-in system: a novel rapid 
knock-in strategy. 

PLoS ONE 9(2) e88549 2014 

Tomioka NH, Yasuda H, Miyamoto 
H, Hatayama M, Morimura N, 
Matsumoto Y, et al 

Elfn1 recruits presynaptic mGluR7 
in trans and its loss results in 
seizures. 

Nat  
Commun. 

5 4501 2014 

Sasaki M, Ishii A, Saito Y, Morisada 
N, Iijima K, Takada S, et al 

Genotype-phenotype correlations 
in alternating hemiplegia of 
childhood. 

Neurology 82(
6) 

482-90 
 

2014 

Sasaki M, Ishii A, Saito Y, Hirose S. Intermediate form between 
alternating hemiplegia of childhood 
and rapid-onset 
dystonia-parkinsonism. 

Mov  
Disord 

29(1

 

153-4 2014 

Koyama S, Mori M, Kanamaru S, 
Sazawa T, Miyazaki A, Terai H, 
Hirose S. 

Obesity attenuates D2 
autoreceptor-mediated inhibition 
of putative ventral tegmental area 
dopaminergic neurons. 

Physiol Rep 2(5) e12004 2014 

Jingami N, Matsumoto R, Ito H, Ishii 
A, Ihara Y, Hirose S, Ikeda A, 
Takahashi R. 

A novel SCN1A mutation in a 
cytoplasmic loop in intractable 
juvenile myoclonic epilepsy without 
febrile seizures. 

Epileptic 
Disord. 

16(
2) 

227-31 2014 

Ishii A, Kanaumi T, Sohda M, 

Misumi Y, Zhang B, Kakinuma N, 

Haga Y, W et al 

Association of nonsense mutation 
in GABRG2 with abnormal 
trafficking of GABAA receptors in 
severe epilepsy. 

Epilepsy Res 108
(3) 

420-32 2014 

Heinzen EL, Arzimanoglou A, 

Brashear A, Clapcote SJ, Gurrieri F, 

Goldstein DB, et al 

Distinct neurological disorders with 
ATP1A3 mutations. 

Lancet  
Neurol 

13(5

 

503-14 
 

2014 

Kitaura H, Sonoda M, Teramoto S, 
Shirozu H, Shimizu H, Kimura M, 
Masuda H, Ito Y, Takahashi H, Kwak 
S, Kameyama S, Kakita A. 

Ca2+-permiable AMPA receptors 
associated with epileptogenesis 
of hypothalamic hamartoma 

Epilepsia in 
pres
s 

  



100 
 

Kitamura Y, Komori T, Shibuya M, 
Ohara K, Saito Y, Hayashi S, Sasaki 
A, Nakagawa E, Tomio R, Kakita A, 
Nakatsukasa M, Yoshida K, Sasaki H 

Comprehensive genetic 
characterizeation of 
rosette-forming glioneuronal 
tumors: independent component 
analysis by tissue 
microdissection. 

Brain 
Pathology 

in 
pres
s 

  

Miyake N, Fukai R, Ooba C, Chihara 
T, Miura M, Shimizu H, Kakita A, 
Imagawa E, Shiina M, Ogata K, 
Okuno-Yuguchi J, Fueki N, Ogiso Y, 
Suzumura H, Watabe Y, Imataka G, 
Leong HY, Fattal-Valevski A, 
Miyatake S, Kato M, Okamoto N, Sato 
Y, Kaneko N, Nishiyama A, Tamura T, 
Mizuguchi T, Nakashima M, Tanaka F, 
Saitsu H, Matsumoto N 

Biallelic TBCD mutations cause 
early-onset progressing multiple 
system neurodegeneration 

Am J Hum 
Genet  

99 950-96
1 

2016 

Kimura T, Kitaura H, Masuda H, 
Kameyama S, Saito Y, Otsuki T, 
Nakazawa A, Morota N, Yamamoto T, 
Iida K, Takahashi H, Kakita A 

Characteristic p57/Kip2 
immunoreactivity of balloon 
cells in focal cortical dysplasia 

Neuropathol
ogy 

35 
(5) 

401-40
9 

2015  

Nakashima M, Saitsu H, Tohyama J, 
Kato M, Shiina M, Takei N, Kitaura 
H, Shirozu H, Masuda H, Watanabe K, 
Ohba C, Tsurusaki Y, Miyake N, 
Takebayashi H, Ogata K, Kameyama S, 
Kakita A, Matsumoto N 

Somatic mutations in MTOR cause 
focal cortical dysplasia 

Ann Neurol 78 
(3) 

375-38
6 

2015 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, 
Maruyama S, Honda R, Saito Y, Ito M, 
Kakita A, Sugai K, Otsuki T, Natsume 
J, Watanabe K 

Two siblings with cortical 
dysplasias: focal cortical 
dysplasia and 
hemimegalencephaly：
clinicoencephalographic 
features 

Pediatr Int 57 
(3) 

472-47
5 

2015 

Komoto D, Iida K, Higashi T, Kaichi 
Y, Takauchi K, Arihiro K, Kakita A, 
Hirokawa Y, Awai K 

Diagnostic Performance of 
Positron Emission Tomography for 
Presurgical Evaluation of 
Patients with Non-lesional 
Intractable Partial Epilepsy: 
Comparison between 18F-FDG, 
11C-Flumazenil and 11C-Flumazenil 
Binding Potential Imaging by 
Using Statistical Imaging 
Analysis 

Hiroshima J 
Med Sci 

64 51-57 2015 

北浦弘樹，武井延之，中島光子，松本
直通，柿田明美 

mTORとてんかん Epilepsy 10 97-102 2016 

柿田明美 病理所見を理解する基礎．特別企画
シリーズ：てんかんをわかり易く理
解するための神経科学 

てんかん研
究 

36 
(1) 

688-69
1 

2016 

北浦弘樹， 
柿田明美 

フラビン蛍光イメージングによる
てんかん原性の解析 

Epilepsy 9 
(2) 

82-84 2015 



101 
 

柿田明美 てんかん外科病理：最新の国際分類
について 

最新医学 70 
(6) 

1031-1
037 

2015 

柿田明美 ヒトてんかん病巣におけるグリア
細胞の病理組織学的所見 

臨床神経 54(1
2) 

1155-1
157 

2014 

北浦弘樹， 
柿田明美 

結節性硬化症 Epilepsy 8 74-76 2014 

柿田明美 小児てんかん原性病巣の外科病理 脳発達 46(6
) 

413-41
7 

2014 

柿田明美 病理所見を理解する基礎．特別企画
シリーズ：てんかんをわかり易く理
解するための神経科学．（編：柿田明

美、岡田元宏） 

てんかん研究 3 6  
(1) 

688-69
1 

2016 

北浦弘樹、柿田明美 フラビン蛍光イメージングによるて
んかん原性の解析． 

Epilepsy 9  

(2) 

82-84 2015 

Kimura T, Kitaura H, Masuda H, 

Kameyama S, Saito Y, Otsuki T, 

Nakazawa A, Morota N, Yamamoto T, 

Iida K, Takahashi H, Kakita A 

Characteristic p57/Kip2 

immunoreactivity of balloon cells in 

focal cortical dysplasia. 

Neuropathol

ogy 
3 5  
(5) 

401-40
9. 

2015 

Nakashima M, Saitsu H, Tohyama J, 

Kato M, Shiina M, Takei N, Kitaura 

H, Shirozu H, Masuda H, Watanabe 

K, Ohba C, Tsurusaki Y, Miyake N, 

Takebayashi H, Ogata K, Kameyama 

S, Kakita A, Matsumoto N 

Somatic mutations in MTOR cause 

focal cortical dysplasia. 

Ann Neurol 7 8  
(3) 

375-38
6. 

2015 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, 

Maruyama S, Honda R, Saito Y, Ito 

M, Kakita A, Sugai K, Otsuki T, 

Natsume J, Watanabe K 

Two siblings with cortical 

dysplasias: focal cortical dysplasia 

and hemimegalencephaly: 

clinicoencephalographic features. 

Pediatr Int 5 7  
(3) 

472-47
5. 

2015 

柿田明美 てんかん外科病理：最新の国際分類

について． 

最新医学 7 0  

(6) 

1031-1

037 

2015 

Nakazawa M, Toda S, Abe S, Ikeno 

M, Igarashi A, Nakahara E, 

Yamashita S, Niijima S, Shimizu T, 

Okumura A 

Efficacy and safety of fosphenytoin 

for benign convulsions with mild 

gastroenteritis 

Brain Dev.  37 864-7 2015 

Nakazawa M, Akasaka M, Hasegawa 

T, Suzuki T, Shima T, Takanashi J, 

Yamamoto A, Ishidou Y, Kikuchi K, 

Niijima S, Shimizu T, Okumura A 

Efficacy and safety of fosphenytoin 

for acute encephalopathy in 

children 

Brain Dev 37 418-22 2015 



102 
 

Kimura T, Kitaura H, Masuda H, 
Kameyama S, Saito Y, Otsuki T, et al 

Characteristic p57/Kip2 
immunoreactivity of balloon cells in 
focal cortical dysplasia. 
 

Neuropathol
ogy 

 in press 2014 

Fukasawa T, Kubota T, Negoro T, 
Maruyama S, Honda R, Saito Y, et al 

Two siblings with cortical 
dysplasias: focal cortical dysplasia 
and hemimegalencephaly: 
clinicoencephalographic features. 

Pediatr Int  in press 2014 

柿田明美 ヒトてんかん病巣におけるグリア
細胞の病理組織学的所見． 

臨床神経 54 
(12) 

1136-1
138 

2014 

北浦弘樹、柿田明美 結節性硬化症． Epilepsy 8 
(2) 

74-76 2014 

柿田明美 小児てんかん原性病巣の外科病理． 脳発達 46(
6) 

413-41
7 

2014 

Toyoshima T, et al. Load effect on background rhythms 

during motor execution: A 

magnetoencephalographic study. 

Neurosci 

Res. 

112 26-36 2016 

Maezawa H, Onishi K, Yagyu K, Shi

raishi H, Hirai Y, Funahashi M 

Modulation of stimulus-induced 20

-Hz activity for the tongue and ha
rd palate during tongue movement
 in humans. 

Clin Neurop

hysiol. 

127 698-70

5 

2016 

Ueda Y, Egawa K, Ito T, Takeuchi 
F, Nakajima M, Otsuka K, Asahina 

N, Takahashi K, Nakane S, Kohsaka 
S, Shiraishi H.  

The presence of short and sharp 
MEG spikes implies focal cortical 

dysplasia. 

Epilepsy Res. 114  141-6. 2015 

Ichihara-Takeda S, Yazawa S, Muraha

ra T, Toyoshima T, Shinozaki J, Ishi
guro M, Shiraishi H, Ikeda N, Matsu
yama K, Funahashi S, Nagamine T. 

Modulation of Alpha Activity in th

e Parieto-occipital Area by Distract
ors during a Visuospatial Working 
Memory Task: A Magnetoencephal

ographic Study. 

J Cogn Neur

osci. 

27 453-63 2015 

Ito T, Otsubo H, Shiraishi H, Yagyu

 K, Takahashi Y, Ueda Y, Takeuchi 
F, Takahashi K, Nakane S, Kohsaka 
S, Saitoh S. 

Advantageous information provided

 by magnetoencephalography for 
patients with neocortical epilepsy. 

Brain Dev. 37 237-24

2 

2015 

白石秀明 徐波睡眠時持続性棘徐波を示すてん
かん性脳症（ECSWS） 

小児内科 Vol.
 47 

1590-4 2015 



103 
 

Shiraishi H, Haginoya K, Nakagawa 
E,Saitoh S, Kaneko Y, Nakasato N, et 
al 

Magnetoencephalography 
localizing spike sources of atypical 
benign partial epilepsy. 

Brain  
Dev 

36 21-27. 2014 

Ito T, Otsubo H, Shiraishi H, Yagyu 

K, Takahashi Y, Ueda Y, et al 

Advantageous information 
provided by 
magnetoencephalography for 
patients with neocortical epilepsy. 

Brain  
Dev 

 in press 2014 

Glykys J, Dzhala V, Egawa K, Balena 
T, Saponjian Y, Kuchibhotla KV, et al 

Local impermeant anions establish 
the neuronal chloride 
concentration. 

Science. 7; 
343
(61
71) 

670-5 2014 

Egawa K, Yamada J, Furukawa T, 
Yanagawa Y, Fukuda A. 

Cl- homeodynamics in 
gap-junction-coupled astrocytic 
networks on activation of 
GABAergic synapses. 

J.  
Physiol. 

15 3901-3
917   

2013 

Egawa K. and Fukuda A. Pathophysiological power of 
improper tonic GABAA 
conductances in mature and 
immature models. 

Front. 
Neural 
Circuits. 

24 170 
(1-14) 

2013 

Sueda K, Takeuchi F, Shiraishi H, 
Nakane S, Sakurai K, Yagyu K, et al. 

Magnetoencephalo graphic analysis 
of paroxysmal fast activity in 
patients with epileptic spasms. 

Epilepsy Res 104 68-77 2013 

白石秀明 けいれんの機序と原因 小児内科 46 1217-2
0 

2014 

Nakajima M, et al. Remote MEG dipoles in focal 

cortical dysplasia at bottom of 

sulcus. 

Epilepsia 57 1169-7

8 

2016 

Nakamura M, Jin K, Kato K, Itabashi 

H, Iwasaki M, Kakisaka Y, Nakasato 

N 

Differences in sleep 

architecture between left and 

right temporal lobe epilepsy. 

Neurol Sci In 

pres

s 

 2017 

Iwasaki M, Jin K, Nakasato N, 

Tominaga T 

Non-invasive Evaluation for 

Epilepsy Surgery. 

Neurol Med 

Chir (Tokyo) 

56 632-64

0 

2016 

Fujikawa M, Nishio Y, Kakisaka Y, 

Ogawa N, Iwasaki M, Nakasato N 

Fantastic confabulation in right 

frontal lobe epilepsy. 

 

Epilepsy 

Behav Case 

Rep 

6 55-57 2016 



104 
 

Sato S, Iwasaki M, Suzuki H, 

Mugikura S, Jin K, Tominaga T, 

Takase K, Takahashi S, Nakasato N 

T2 relaxometry improves 

detection of non-sclerotic 

epileptogenic hippocampus. 

Epilepsy Res 126 1-9 2016 

Khalil AF, Iwasaki M, Nishio Y, Jin 

K, Nakasato N, Tominaga T 

 

Verbal dominant memory 

impairment and low risk for 

post-operative memory worsening 

in both left and right temporal 

lobe epilepsy associated with 

hippocampal sclerosis 

Neurol Med 

Chir 

In 

pres

s 

 2017 

Kakisaka Y, Sato S, Takayanagi M, 

Nakasato N 

Epilepsy case with focal cerebral 

herniation into the sigmoid 

sinus. 

Neurol Sci 37 487-48

8 

2016 

Sakuraba R, Iwasaki M, Okumura E, 

Jin K, Kakisaka Y, Kato K, Tominaga 

T, Nakasato N 

High frequency oscillations are 

less frequent but more specific 

to epileptogenicity during rapid 

eye movement sleep. 

Clin 

Neurophysio

l 

127 179-18

6 

2016 

Iwasaki M, Uematsu M, Hino-Fukuyo N, 

Osawa SI, Shimoda Y, Jin K, Nakasato 

N, Tominaga T 

Clinical profiles for seizure 

remission and developmental 

gains after total corpus 

callosotomy. 

Brain Dev 38 47-53 2016 

Sauro KM, Wiebe S, Dunkley C, 

Janszky J, Kumlien E, Moshe S, 

Nakasato N, Pedley TA, Perucca E, 

Senties H, Thomas SV, Wang Y, 

Wilmshurst J, Jette N 

The current state of epilepsy 

guidelines: A systematic review. 

Epilepsia 57 13-23 2016 

Sauro KM, Wiebe S, Dunkley C, 

Janszky J, Kumlien E, Moshe S, 

Nakasato N, Pedley TA, Perucca E, 

Senties H, Thomas SV, Wang Y, 

Wilmshurst J, Jette N 

The current state of epilepsy 

guidelines: A systematic review 

Epilepsia 57 13-23 2016 

Jin K, Nakasato N Rhythmic and periodic EEG 

patterns of 'ictal-interictal 

uncertainty': Red flag to switch 

from routine to continuous EEG 

monitoring 

Clin 

Neurophysio

l 

127 993 2016 



105 
 

Jin K, Nakasato N Ictal pattern on scalp EEG at onset 

of seizure in temporal lobe epilepsy: 

Old and new problems for 

epileptologists 

Clin 

Neurophysio

l 

127 987-98
8 

2016 

Sakuraba R, Iwasaki M, Okumura E, 

Jin K, Kakisaka Y, Kato K, Tominaga 

T, Nakasato N 

High frequency oscillations are less 

frequent but more specific to 

epileptogenicity during rapid eye 

movement sleep 

Clin 

Neurophysio

l 

127 179-18

6 

2016 

Iwasaki M, Uematsu M, 

Hino-Fukuyo N, Osawa SI, Shimoda 

Y, Jin K, Nakasato N, Tominaga T 

Clinical profiles for seizure 

remission and developmental gains 

after total corpus callosotomy 

Brain Dev 38 47-53 2016 

Eldin SS, Iwasaki M, Nishio Y, Jin K, 

Nakasato N, Tominaga T 

Resection of focal cortical dysplasia 

located in the upper pre-central 

gyrus 

Epileptic 

Disord 
17 479-48

4 

2015 

Kakisaka Y, Sato S, Takayanagi M, 

Nakasato N 

Epilepsy case with focal cerebral 

herniation into the sigmoid sinus 

Neurol Sci  in pres

s 

2015 

Iwasaki M, Uematsu M, Osawa S, 

Shimoda Y, Jin K, Nakasato N, 

Tominaga T 

Interhemispheric vertical 

hemispherotomy: a single center 

experience 

Pediatr 

Neurosurg 
50 295-30

0 

2015 

Osawa SI, Iwasaki M, Suzuki H, 

Nakasato N, Tominaga T 

Occult dual pathology in mesial 

temporal lobe epilepsy 

Neurol Sci 36 1743-1

745 

2015 

Fujikawa M, Kishimoto Y, Kakisaka 

Y, Jin K, Kato K, Iwasaki M, 

Nakasato N 

Obsessive-compulsive behavior 

induced by levetiracetam 

J Child 

Neurol 
30 942-94

4 

2015 

江面道典，柿坂庸介，神一敬，加藤量広，

岩崎真樹，藤川真由，青木正志，中里信
和 

複数の発作周辺期精神症状を含む多

彩な発作症状を呈した部分てんかん
の１例 

BRAIN and 

NERVE 
67 105-10

9 

2015 

赤石哲也，神一敬，加藤量広，板橋尚，
三須建郎，竪山真規，岩崎真樹，青木正
志，中里信和 

抗 glutamicaciddecarboxylase 抗体
に関連した側頭葉てんかん 4 例の臨
床的特徴 

臨床神経学  J - STA
GE on
 Septe

mber 1
1, 2015 

2015 

Kakisaka Y, Jin K, Kato K, Iwasaki M, 
Nakasato N 

Seizure freedom after lamotorigine 
rash: a peculiar phenomenon in 
epilepsy 

Int Med 53 
2521-2
522 

2014 



106 
 

Kato K, Jin K, Itabashi H, Iwasaki M, 
Kakisaka Y, Aoki M, Nakasato N 

Earlier tachycardia onset in right 
than left mesial temporal lobe 
seizures 

Neurology 83 
1232-1
236 

2014 

Fujikawa M, Kishimoto Y, Kakisaka Y, 
Jin K, Kato K, Iwasaki M, Nakasato N 

Obsessive-compulsive behavior 
induced by levetiracetam 

J Child 
Neurol 

  
in 
press 

Usubuchi H, Kawase T, Kanno A, 
Yahata I, Miyazaki H, Nakasato N, et 
al 

Effects of contralateral noise on the 
20-Hz auditory steady state 
response - 
magnetoencephalography study 

PLoS ONE 9(6) e99457 2014 

Itabashi H, Jin K, Iwasaki M, 
Okumura E, Kanno A, Kato K, et al 

Electro- and 
magneto-encephalographic spike 
source localization of small focal 
cortical dysplasia in the dorsal 
peri-rolandic region 

Clin  
Neurophysio
l 

125 
2358-2
363 

2014 

Kakisaka Y, Fujikawa M, Kaneko S, 
Nakasato N 

Prolonged 
depersonalization/derealization-lik
e symptom after migraine 
headache: a case report 

Neurol  
Sci 

35 
1483-1
484 

2014 

Jin K, Nakasato N Long-cherished dreams for 
epileptologists and clinical 
neurophysiologists: Automatic 
seizure detection in long-term scalp 
EEG 

Clin  
Neurophysio
l 

125 
1289-1
290 

2014 

Kakisaka Y, Jin K, Kato K, Iwasaki M, 
Nakasato N 

Temporal intermittent rhythmic 
delta activity and abdominal 
migraine. 

Neurol  
Sci 

35 
627-62
8 

2014 

Shiraishi H, Haginoya K, Nakagawa E, 
Saitoh S, Kaneko Y, Nakasato N, et al 

Magnetoencephalography 
localizing spike sources of atypical 
benign partial epilepsy 

Brain  
Dev 

36 21-27 2014 

Kawase T, Kanno A, Takata Y, 
Nakasato N, Kawashima R, Kobayashi 
T 

Positive auditory cortical responses 
in patients with absent brainstem 
response 

Clin  
Neurophysio
l 

125 
148-15
3 

2014 

Shirozu H, Masuda H, Ito Y, Sonoda 

M, Kameyama S 

Stereotactic radiofrequency 

thermocoagulation for giant 

hypothalamic hamartoma 

J Neurosurg 125 812-82

1 

2016 

白水洋史，増田 浩，伊藤陽祐，中山

遥子，東島威史，亀山茂樹 

小児視床下部過誤腫に対する定位

温熱凝固術の有用性 

小児の脳神

経 

41 303-30

8 

2016 



107 
 

Kameyama S, Shirozu H, Masuda H, Ito 

Y, Sonoda M, Akazawa K 

MRI-guided steteotactic 

radiofrequency 

thermocoagulation for 100 

hypothalamic hamartomas 

J Neurosurg 124 1503-1

512 

2016 

Saitsu H, Sonoda M, Higashijima T, 

Shirozu H, Masuda H, Tohyama J, Kato 

M, Nakashima M, Tsurusaki Y, 

Mizuguchi T, Miyatake S, Miyake N, 

Kameyama S, Matsumoto N 

Somatic mutations in GLI3 and 

OFD1 involved in sonic hedgehog 

signaling cause hypothalamic 

hamartoma 

Ann Clin 

Transl 

Neurol 

3 356-36

5 

2016 

白水洋史，亀山茂樹 皮質下起源のてんかん –視床下部

過誤腫など− 

小児内科 4 7

（９
） 

1653-1

656 

2015 

Kameyama S, Shirozu H, Masuda H, 

Ito Y, Sonoda M, and Akazawa K 

MRI-guided stereotactic 

radiofrequency thermocoagulation 

for 100 hypothalamic hamartomas 

J Neurosurg Nov
emb
er 2

9, 2
015.
  

DOI: 1
0.3171/
2015.4.

JNS158
2 

2015 

Shirozu H, Masuda H, Ito Y, Sonoda 

M, and Kameyama S 

Stereotactic radiofrequency 

thermocoagulation for giant 

hypothalamic hamartoma 

J Neurosurg Janu
ary 

1, 2
016.
  

DOI: 1
0.3171/

2015.6.
JNS152
00 

2016 

Yukitoshi Takahashi et al., Immunological studies of 

cerebrospinal fluid from 

patients with CNS symptoms after 

human papillomavirus 

vaccination. 

Journal of 

Neuroimmuno

logy 

298 71-78 2016 

Akihiko Miyauchi,  

Yukitoshi Takahashi et al., 

A case of anti-NMDAR encephalitis 

presented hypotensive shock 

during plasma exchange. 

Brain 

&Developmen

t. 

38(4

) 

427-43

0 

2016 

Yoshiaki Yamamoto, Yukitoshi 

Takahashi et al., 

Influence of antiepileptic drugs 

on serum lipid levels in adult 

epilepsy patients. 

Epilepsy 

Research 

127 101-10

6 

2016 



108 
 

Tatsuo Mori,  

Yukitoshi Takahashi et al., 

Antibodies against peptides of 

NMDA-type GluR in cerebrospinal 

fluid of patients with epileptic 

spasms. 

European 

Journal of 

Pediatric 

Neurology. 

20 865-87

3 

2016 

Takashi Matsudaira, Yukitoshi 

Takahashi et al., 

Cognitive dysfunction and 

regional cerebral blood flow 

changes in Japanese females 

following human papillomavirus 

vaccination. 

Neurology 

and Clinical 

Neuroscienc

e 

4(6) 220-22

7 

2016 

Kazuyuki Inoue, 

Yukitoshi Takahashi et al., 

Factors that influence the 

pharmacokinetics of lamotrigine 

in Japanese patients with 

epilepsy. 

Eur J Clin 

Pharmacol. 

72(5

) 

555-56

2 

2016 

Mori T, Takahashi Y et al., Usefulness of ketogenic diet in a 

girl with migrating partial 

seizures in infancy. 

Brain 

&Developmen

t. 

38(6

) 

601-60

4 

2016 

Yuko Sato,  

Yukitoshi Takahashi et al, 

Acute encephalitis with 

refractory, repetitive partial 

seizures: Pathological findings 

and a new therapeutic approach 

using tacrolimus. 

Brain 

&Developmen

t 

38(8

) 

772-77

6 

2016 

Yuki Nagasako, 

Yukitoshi Takahashi et al., 

Subacute lobar encephalitis 

presenting as cerebellar ataxia 

and generalized cognitive 

impairment with positive 

anti-glutamate receptor 

antibodies. 

Neurology 

and Clinical 

Neuroscienc

e 

4(6) 239-24

2 

2016 

Yamaguchi Y, 

Takahashi Y et al., 

A Nationwide Survey of Pediatric 

Acquired Demyelinating Syndromes 

in Japan. 

Neurology 87(1

9) 

2006-     

2015 

2016 

Ikura T, Takahashi Y    et al., Evaluation of titers of 

antibodies against peptides of 

subunits NR1 and NR2B of 

glutamate receptor by 

enzyme-linked immunosorbent 

assay in psychiatric patients 

with anti-thyroid antibodies. 

Neurosci 

Lett. 

628 201-20

6 

2016 
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Gon J, Takahashi Y et al., Encephalitis With Antibodies to 

GluN2B During Administration of 

Clozapine. 

Clin 

Neuropharma

col. 

39(6

) 

320-32

1 

2016 

John C Kingswood, 

Yukitoshi Takahashi et al., 

TuberOus SClerosis registry to 

increase disease Awareness 

(TOSCA) – baseline data on 2093 

patients. 

Orphanet 

Journal of 

Rare 

Diseases 

12(1

) 

 2017 

Yoshiaki Yamamoto, Yukitoshi 

Takahashi 

et al., 

Effect of CYP 

inducers/inhibitors on the 

topiramate concentration: 

Clinical value of therapeutic 

drug monitoring. 

Therapeutic 

Drug 

Monitoring 

39(1

) 

 2017 

Toshihiro Jogamoto, Yukitoshi 

Takahashi et al., 

Add-on stiripentol elevates 

serum valproate levels in 

patients with or without 

concomitant topiramate therapy. 

Epilepsy 

Research 

130 7-12 2017 

Kimizu T, Takahashi Y   et al., A case of early onset epileptic 

encephalopathy with de novo 

mutation in SLC35A2: Clinical 

features and treatment for 

epilepsy. 

Brain & 

Development 

  in     

press 

Taku Omata,  

Yukitoshi Takahashi et al., 

Ovarian Teratoma Development 

after Anti-NMDA Receptor 

Encephalitis Treatment. 

Brain & 

Development 

  in     

press 

Ryuki Matsuura, 

Yukitoshi Takahashi et al., 

Epilepsy with myoclonic atonic 

seizures and chronic cerebellar 

symptoms associated with 

antibodies against glutamate 

receptors N2B and D2 in serum and 

cerebrospinal fluid. 

Epileptic 

disorders 

  in     

press 

高橋幸利、西村成子、高尾恵美子、笠

井理沙、榎田かおる、 

窪田美佐子 

非ヘルペス性急性辺縁系脳炎157

例の検討：急性期治療と予後. 

Neuroinfect

ion 

21 121-12

7 

2016 

高橋幸利、木水友一、小池敬義、堀野

朝子 

自己免疫性脳炎/脳症. 神経治療学 33 19-26 2016 

高橋幸利、木水友一、小池敬義、堀野

朝子、山口解冬、吉冨晋作 

免疫介在性てんかん. Modern 

Physician 

36(7

) 

785-78

9 

2016 
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村上綾、中村正孝、 

金子鋭、高橋幸利、 

日下博文 

髄膜炎症状で発症後に視神経炎を

呈し、抗グルタミン酸受容体抗体が

検出された急性辺縁系脳炎の一例. 

Brain and 

Nerve 

68(3

) 

283-28

8 

2016 

小松稔典、渡部理恵、佐藤俊一、高橋

幸利、矢彦沢裕之 

急性精神病症状で発症し，常同運動

をきたした非腫瘍合併抗NMDA 受容

体脳炎の1 例. 

内科 118(

5) 

999-10

03 

2016 

金子知香子、高橋幸利、他 NMDA型GluRサブユニット抗体陽性

脳炎5症例の臨床的解析. 

Brain and 

Nerve 

68(9

) 

1099-     

1107 

2016 

元木崇裕、中川栄二、 

小一原玲子、高橋幸利、竹下絵里、石

山昭彦、齋藤貴志、 小牧宏文、須貝

研司、佐々木征行 

免疫グロブリン治療が奏功したて

んかん性脳症例. 

脳と発達 48 277-28

1 

2016 

高橋幸利 先生の知りたい最新医学がここに

ある： 

「小児てんかん」 

健 45(1

0) 

48-50 2017 

四家達彦、高橋幸利、木村暢佑、今井

克美、山下行雄、山本俊至、高橋孝雄 

治療戦略の変更によりADLを改善

し得たCDKL5異常症による難治性

てんかんの女児例. 

脳と発達 49 28-31 2017 

西口奈菜子、里龍晴、原口康平、井上

大嗣、渡邊聖子、渡邊嘉章、高橋幸利、

森内浩幸 

非ヘルペス性急性辺縁系脳炎の補

助診断法としての脳血流シンチグ

ラフィの有用性. 

脳と発達 49 46-50 2017 

束本和紀、高橋幸利、高山留美子 

 

Rufinamideが長期に奏功している

Lennox- Gastaut症候群の3小児

例. 

脳と発達 49 54-56 2017 

月田和人、下竹昭寛、中谷光良、高橋

幸利、池田昭夫、高橋良輔 

辺縁系脳炎で発症した神経梅毒の1

例. 

臨床神経学 57 37-40 2017 

千葉悠平、勝瀬大海、斎藤知之、須田

顕、鎌田鮎子、伊倉崇浩、阿部紀絵、

戸代原奈央、山口博行、佐藤由佳、高

橋幸利、平安良雄 

慢性自己免疫性脳炎を疑った際の

検査、治療についての取り組みの紹

介. 

精神科治療

学 

  印刷中 

高橋幸利、西村成子、 

高尾恵美子、笠井理沙、榎田かおる 

非へルペス性急性辺縁系脳炎の分

子病態. 

Neuroinfect

ion 

  印刷中 

高橋幸利、松平敬史 ヒトパピローマウィルス（子宮頸が

ん）ワクチン後にみられる中枢神経

関連症状. 

日本内科学

会雑誌 

  印刷中 



111 
 

Hiroshi Sakuma,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Intrathecal overproduction of pro-i

nflammatory cytokines and chem

okines in febrile infection related 

refractory status epilepticus. 

Journal of 

Neurology, 

Neurosurger

y, and Psyc

hiatry. 

86 820-82
2 

2015 

Tetsuhiro Fukuyama,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Semi-quantitative analyses of anti

bodies to N-methyl-D-aspartate ty

pe glutamate receptor subunits 

(GluN2B & GluN1) in the clinica

l course of Rasmussen Syndrome. 

Epilepsy Re

search. 

113 34-43 2015 

Amiko Hakuta,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Reduction of IL-10 production by 
B cells in intractable toxic epiderm
al necrolysis. 

 

J Dermatolo

gy. 

4 2
(8) 

804-80
8 

2015 

Kaori Morimoto,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Analysis of a child who developed

 abnormal neuropsychiatric sympt

oms after administration of oselta

mivir: a case report. 

BMC Neuro

l. 

15 130 2015 

Daisuke Kurita,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Deterioration of clinical features of 

a patient with autism spectrum 

disorder after anti-NMDA-receptor 

encephalitis. 

Psychiatry 

Clin  

Neurosci. 

6 9
(8) 

507 2015 

Ryohei Takahashi,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Determination of stiripentol in 

plasma by high-performance liquid 

chromatography with fluorescence 

detection. 

Japanese 

Journal of 

Pharmaceuti

cal Health 

Care and 

Sciences. 

4 1

(9) 

643-65

0 

2015 

Takashi Hosaka,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Opsoclonus associated with 

autoantibodies to glutamate 

receptors δ2. 

Neurological 

Sciences. 

3 6

(9) 
1741-1

742 

2015 

Nahoko Kaniwa,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Drugs causing severe ocular 

surface involvements in Japanese 

patients with Stevens–Johnson 

syndrome/toxic epidermal 

necrolysis. 

Allergology I
nternational. 

6 4
(4) 

379-38
1 

2015 
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Takahiro Furukawa,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al. 

CSF cytokine profile distinguishes  

multifocal motor neuropathy from  

progressive muscular atrophy. 

Neurol  

Neuroimmu

nol  

Neuroinflam
m. 

2(5) e138 2015 

Yoshiki Kawamura,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Pathogenic role of human 

herpesvirus 6B infection in mesial 

temporal lobe epilepsy. 

Journal of 

Infectious 

disease. 

2 1 2
(7) 

1014-1
021 

2015 

Tomoyuki Saito,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Brain FDG-PET reflecting clinical 

course of depression induced by 

systemic lupus erhythematosus: 

two case reports. 

Journal of 

the 

Neurological 

Sciences. 

358 
( 1 -

2) 

464-46
6 

2015 

Akiko Tamasaki,  

Yukitoshi Takahashi,  

et al., 

Effects of donepezil and serotonin 

re-uptake inhibitor on acute 

regression during adolescence in 

Down syndrome. 

Brain &  

Developmen

t. 

3 8
(1) 

113-11
7 

2016 

高橋幸利、大星大観 自己免疫性脳炎. Medical 

Practice. 
3 2
(6) 

1001- 

1003 

2015 

西口 亮、藤本武士、江口勝美、福田安
雄、高橋幸利 

両側耳介軟骨炎に抗グルタミン酸受
容体（GluRε2）抗体陽性の非ヘルペ

ス性急性辺縁系脳炎を合併した 1 例. 

臨床神経学 5 5
(6) 

395-40
0 

2015 

伊倉崇浩、藤城弘樹、高橋幸利、米田 

誠、斎藤知之、千葉悠平、鎌田鮎子、勝
瀬大海、平安良雄 

抗 α エノラーゼN 末端抗体陽性のレ

ヴィ小体型認知症の 1 例—橋本脳症
との鑑別診断. 

Brain Nerve. 6 7

(7) 

967-97

2 

2015 

高橋幸利、木水友一、小池敬義、堀野朝

子、中川直子 

免疫性神経疾患―基礎・臨床研究の

最新知見―Rasmussen 症候群（脳
炎）. 

日本臨床 73 

増刊
号 

619-62

5 

2015 

中村和子、松倉節子、河野真純、高橋一
夫、高橋幸利、平和伸仁、相原道子、蒲
原毅 

血漿交換療法が有効であった難治性
水泡性類天疱瘡 3 例の検討. 

日本アフェレ
シス学会雑誌 

3 4
(3) 

219-22
5 

2015 

上野弘恵，西里ちづる，島津智之，渡邉 
聖，水上智之，小菅浩史，小篠史郎，野

村恵子，木村重美，高橋幸利 

めまいで発症し亜急性に四肢の筋力
低下・歩行障害が進行した橋本脳症

の 1 男児例 

脳と発達 4 8
(1) 

45-48 2016 
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Yamamoto Y, Takahashi Y, Imai K, 
Mogami M, Matsuda K,Nakai M, 
Kagawa Y, Inoue Y 

Interaction between sulthiame and 
clobazam: Sulthiame inhibits the 
metabolism of clobazam, possibly 
via an action on CYP2C19. 

Epilepsy &  

Behavior 

34  124-12
6 

2014 

Armangue T, Titulaer MJ, Sabater 

L, Pardo-Moreno J, Gresa-Arribas 

N, Barbero-Bordallo N, K et al 

A novel treatment-responsive  

encephalitis with frequent 

opsoclonusand teratoma.  

 

Ann  

Neurol. 

75(3

) 

 

435-44

1 

 

2014 

Kimura N, Kumamoto T,Takahashi 

Y. 

Brain perfusion SPECT in limbic 

encephalitis associated with 

autoantibody against the 

glutamate receptor epsilon 2. 

Clinical 

Neurol  

Neurosurg  

118 44-48 2014 

Yamaguchi Y, Furukawa K, 

Yamamoto T, Takahashi Y, Tanaka 

K, Takahashi M. 

Multifocal Encephalopathy and  

Autoimmune-mediated Limbic  

Encephalitis Following 

Tocilizumab Therapy. 

Intern  

Med. 

 

53(8

) 

879-88

2 

2014 

Mayumi Ueta, Nahoko Kaniwa, 

Chie Sotozono, Katsushi Tokunaga, 

Yoshiro Saito, Hiromi Sawai, et al 

Independent strong association of 

HLA-A*02:06 and HLA-B*44:03 

with cold medicine-related 

Stevens-Johnson syndrome with 

severe mucosal involvement. 

Scientific 

Reports 

30(4

) 

4862 2014 

Koji Fujita, Keiko Tanaka, 

Yukitoshi Takahashi 

Neuronal Antibodies in 

Creutzfeldt–Jakob Disease. 

JAMA 

Neurology 

71(4

) 

 

514 2014 

Inoue K, Suzuki Eri BS, Yazawa R, 

Yamamoto Y,Takahashi T, 

Takahashi Y, et al 

Influence of Uridine Diphosphate 

Glucuronosyltransferase 2B7 

-161C>TPolymorphism on the 

Concentration of Valproic Acid in 

Pediatric Epilepsy Patients. 

Therapeutic 

Drug 

Monitoring 

36 

 

406-40

9 

2014 

Wen-Hung Chung, Wan-Chun 

Chang, Yun-Shien Lee, 

Ying-YingWu, Chih-Hsun Yang, 

Hsin-Chun Ho, Ming-Jing Chen,et 

al 

For the Taiwan Severe 

Cutaneous Adverse Reaction 

Consortium and the Japan 

Pharmacogenomics Data Science 

Consortium, Genetic 

VariantsAssociated With 

Phenytoin-Related Severe 

Cutaneous Adverse Reactions 

JAMA. 312(

5) 

525-53

4 

2014 
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Takayama R, Fujiwara T, 

Shigematsu H, Imai K, Takahashi 

T, Yamakawa K, Inoue Y 

Long-term course of Dravet  

syndrome: a study from an 

epilepsy center in Japan. 

 

Epilepsia 55(6

) 

942-94

3 

2014 
 

Kengo Moriyama, Yukitoshi 

Takahashi, Takashi Shiihara 

Another case of respiratory 

syncytial virus-related limbic 

encephalitis. 

Neuro-radio

logy  

56(5

) 

 

435-43

6 

2014 

Inoue K, Suzuki E, Takahashi T, 

Yamamoto Y, Yazawa R, Takahashi 

Y, et al 

4217C>A polymorphism in 

carbamoyl-phosphate synthase 1 

genemay not associate with 

hyperammonemia development 

duringvalproic acid-based 

therapy. 

Epilepsy 

Res 

108(

6) 

1046-1

051 

2014 

Sakakibara E, Takahashi Y, Murata 

Y, Taniguchi G, Sone D,Watanabe 

M. 

Chronic periodic lateralised 

epileptic discharges and 

anti-N-methyl-D-aspartate 

receptor antibodies.  

Epileptic 

Disorders 

16(2

) 

218-22

2 

2014 

Yamamoto Y, Takahashi Y, Imai K, 

Takahashi M, Nakai M, Inoue Y, 

Kagawa Y 

Impact of cytochrome P450 

inducers with or without 

inhibitors on the serum clobazam 

level in patients with 

antiepileptic polypharmacy. 

Eur J 

Clin 

Pharmacolo

gy 

70(1

0) 

1203-1

210 

2014 

Takeshi Kondo, Mamiko Fukata, 

Ayumu Takemoto, Yuichiro Takami, 

Motoki Sato, Noriyuki Takahashi, 

et al 

Limbic encephalitis-associated  

relapsing polychondritis 

responded to infliximab and 

maintained its condition without 

recurrence after discontinuation 

–a case report and review of the 

literature. 

Nagoya  

journal 

76(3

-4) 

361-36

8 

2014. 

Kimura N, Takahashi T, 

Shigematsu H, Imai K, Ikeda H, 

Ootani H et al 

Developmental outcome after 

surgeryin focal cortical dysplasia 

patients with early-onset 

epilepsy. 

Epilepsy 

Res 

108(

10) 

1845-1

852 

2014 
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Hayata Y, Hamada K, Sakurai Y, 

Sugimoto I, Mannen T, Takahashi 

Y. 

Anti-glutamate epsilon 2 receptor 

antibody positive and 

anti-NMDA receptor antibody 

negative lobar encephalitis 

presenting as global aphasia and 

swallowing apraxia. 

Case Rep 

Neurol 

171(

6) 

2941-2

96 

2014 

Kazushi Miya,  

Yukitoshi Takahashi, 

Hisashi Mori 

Anti-NMDAR autoimmune 

encephalitis 

Brain  

Dev 

36(8

) 

645-65

2 

2014 

Fujita H, Matsukura S, Watanabe 

T, Komitsu N, Watanabe Y, 

Takahashi Y, et al 

The serum level of HMGB1 (high 

mobility group box 1 protein) is 

preferentially high in 

drug-induced hypersensitivity 

syndrome/drug reaction with 

eosinophilia and systemic 

symptoms. 

British  

J 

Dermatolog

y 

171(

6) 

1585-1

588 

2014 

高橋幸利、山口解冬 難治性てんかんの病態を探る-脳炎
後てんかんと免疫. 

脳と発達 46 195-20
1 

2014 

高橋幸利、渡辺陽和、吉冨晋作、束本

和紀、 

山口解冬 

てんかん―基礎・臨床研究の最新知
識-Ⅲ-10.抗てんかん薬の副作用. 

日本臨床 72 908-91
9 

2014 

神里尚美、奈佐悠太郎、山崎大輔、上
田江里子、津曲綾子、仲地耕、宮川真
一、高橋幸利 

両手指の麻輝性拘縮を呈した抗
NMDA型グルタミン酸受容体抗体
陽性脳炎の一例. 

県立南部医
療・こども医
療センター
雑誌 

7 13-17 2014 

戸島麻耶、人見健文、陣上直人、谷岡
洸介、山門穂高、松本理器、高橋幸利、
池田昭夫他 

急性無菌性髄膜脳炎の経過中に局
所性皮質反射性ミオクローヌスを
呈し抗グルタミン酸受容体抗体が
検出された 2 例. 

臨床神経学 54 543-54
9 

2014 

高橋幸利、大星大観、束本和紀、渡辺
陽和、吉冨晋作、山口解冬 

抗てんかん薬の薬物動態・薬剤相互
作用. 

小児内科 
 

46 1238-1
241 

2014 

横山桃子、美根潤、岸和子、堀江昭好、
山口清次、高橋幸利 

水痘に続発して起こった非ヘルペ
ス性辺縁系脳炎の 4 歳女児例. 

小児科臨床 
 

67(
9) 

1481-1
486 

2014 

高橋幸利、森達夫、大星大観、束本和
紀、渡辺陽和、吉冨晋作、他 

免疫介在性神経疾患. 小児感染免
疫 
 

26(
3) 

403-41
4 

2014 
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関谷芳明、近藤司、高橋幸利、山崎裕
一朗、山田均、宜保恵里、他 

甲状腺クリーゼに抗 NMDA 受容
体脳炎を併発した１例. 

日本集中治
療医学会雑
誌 

21 659-66
0 

2014 

許全利、西田圭一郎、三井浩、北浦祐
一、嶽北佳輝、他 

高齢男性に発症した抗 NMDA 受
容体脳炎の症例. 

老年精神医
学雑誌 
 

25(
10) 

1153-1
159 

2014 

真野ちひろ、平野恵子、奥村良法、渡
邉誠司、愛波秀男、高橋幸利他 

subclinical seizure が観察された非
ヘルペス性急性辺縁系脳炎の１症
例. 

小児科臨床 
 

67 2153-2
158 

2014 

長濱明日香、岩松浩子、大野拓郎、井
上敏郎、高橋幸利、米田誠 

非ヘルペス性急性辺縁系脳炎の症
状を呈した橋本脳症の 1 小児例. 

小児科臨床 
 

67(
11) 

2145-2
151 

2014 

高橋幸利、森達夫、大星大観、束本和
紀、渡辺陽和、吉冨晋作、他 

神経疾患と NMDA 型グルタミン
酸受容体抗体. 

日本小児科
学会誌 

118
(12) 

1695-1
707 

2014 

朱膳寺圭子、石川元直、西村芳子、柴
田興一、大塚邦明、佐倉宏、他 

前頭葉に病変が及んだ非ヘルペス
性急性辺縁系脳炎の 1 例. 

東京女子医
科大学雑誌 

84(s
1) 

197-20
3 

2014 

保坂孝史、儘田直美、 
中馬越清隆、石井一弘、高橋幸利、玉
岡晃 

先 行 感 染 後 に
opsoclonus-myoclonus syndrome
を認め、髄液中の抗 GluRδ2 抗体
と GluRε2 抗体が陽性であった 1
例. 

運動障害 24(
1) 

1-6 2014 

出口健太郎、柚木太淳、表芳夫、角田
慶一郎、 
菱川望、山下徹、他 

卵巣奇形腫摘出術後に痙攣重積状
態をきたした抗 NMDA 受容体脳
炎の 1 例. 

ICU と CCU 38(
9) 

648-65
1 

2014 

高橋幸利、長尾雅悦、遠山潤、渡邊宏
雄、夫敬憲、井上美智子他 

新しい抗てんかん薬の適応と使い
方. 

小児科診療 78(
2) 

207-21
4 

2015 

宮城哲哉、近土善行、佐野輝典、岡本
智子、西山毅彦、渡辺雅子他 

失語発作を主症状とする成人型ラ
スムッセン症候群の一例. 

てんかん研
究 

32 556-56
3 

2015 
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